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2020 年 11 月 27 日  

 

コロナ禍における消費行動に関する調査について 

 

株式会社  鹿  児  島  銀  行 

株式会社  九 州 経 済 研 究 所 

 

[  調査の概要  ]  

調 査 目 的   
 

調 査 時 期   
調 査 対 象   
調 査 方 法   
回 答 数   
回 答 者 属 性   

 
県民のコロナ禍における消費行動を調査 し、卸 ・小売事業者や金融業
などの事業活動に利用してもらうことを目的 とする。  
2020 年 10 月中旬  
鹿児島銀行の県内本支店窓口来店者  
回答者本人が記入 （無記名式 ）  
有効回答数  727 人  
【 性 別 】  男性  37 .7％   女性  62 .3％    
【年 齢 別 】  10 代 1 .0％    20 代 18 .0％   30 代 19.8％   

40 代 22 .0％    50 代  20 .9％   60 代  12 .1％   
70 代以上  6 . 1％  不明  0 . 1％  

【調査結果のポイント】  

⚫  Ｇ ｏ Ｔ ｏ キ ャ ン ペ ー ン の 利 用 状 況 を 尋 ね た と こ ろ 、「 利 用 し た （ し た い ）」 は

66.6％となった。また、プレミアム付き商品券の購入・利用 状況を尋ねたとこ

ろ 、「 購 入 ・ 利 用 し た （ し た い ）」 が 54.8％ と 過 半 数 を占 め た 。 利 用 し た（ し

たい）理由としてはいずれも「お得感があるから」、「事業者への支援になるか

ら」が多かった。  

 

⚫  新型コロナウイルス 感染拡大前（コロナ 前）と 現在のコロナ 禍 における消費行

動の頻度を比較する と、コロナ禍で増え た 消費行動として「 飲食店のテイクア

ウト利用」が最多で 、次いで「 ネットシ ョッピング・通販 」となった。一方で

減った消費行動とし ては「友人・同僚と の飲み会」、「大人数 での宴会・パーテ

ィー」が多かった。  
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⚫  コロナ前と収束後の 消費行動の頻度を比 較すると、収束後に 増える 消費行動と

して「友人・同僚と の飲み会」が最多で 、次いで「外食」と なった。一方で減

る消費行動としては「飲食店のテイクアウト利用」、「大人数での宴会・パーテ

ィー」が多かった。  

 

 

１．ＧｏＴｏキャンペーンの利用状況 （図表 1）  

Ｇ ｏ Ｔ ｏ キ ャ ン ペ ー ン の 利 用 状 況 を 尋 ね た と こ ろ 、「 利 用 し た （ し た い ）」 は

66.6％となり、「利用しない（したくない）」を上回った。「利用した（したい）」

理由として、「お得感があるから」が 86.4％と最も多く、「事業者への支援にな

るから」（ 46.8％）、「外出することでストレス発散 をするため」（ 18.0％）が続い

た。  

 一方で「利用しない（したくない）」理由は、「外出することで感染リスクが高

まるから」が 55.4％と最も多く、次いで「時間的 余裕がないから」（ 33.0％）、「手

続きが面倒だから」（ 26.2％）の順となった。  

 

２．プレミアム付き商品券の購入 ・利用状況について（図表 2）  

各地で発行されているプレミアム 付き商品券の購入・利 用状況を尋ねたところ、

「購入・利用した（したい）」が 54.8％と過半数を占めた。「購入・利用した（し

たい）」理由として「お得感があるから」が 90.9％と最も多く、「事業者への支

援になるから」（ 45.9％）、「利用して買いたいものがあるから」（ 19.3％）が続い

た。一方で「購入・利用しない（したくない）」理由は、「手 続きや購入が面倒だ

から」が 41.1％と最も多く、次いで「利用して買いたいものがないから」（ 25.2％）、

「欲しかったが、人気があり入手できなかったから」（ 22.3％）の順となった。  

 

３．コロナ禍における 消費行動の変化について  

新型コロナウイルス感染拡大前（コロナ前）と 現在のコロナ禍 における消費行

動の頻度を比較すると、コロナ禍で増えた 消費行動として「飲食店のテイクアウ

ト 利 用 」（ 40.5％ ） が 最 多 で 、 次 い で 「 ネ ッ ト シ ョ ッ ピ ン グ ・ 通 販 」（ 37.4％ ）、

「キャッシュレス決済」（ 33.0％）となった（図表 3-1）。一方で減った消費行動

と し て は 「 友 人 ・ 同 僚 と の 飲 み 会 」（ 84.9％ ）、「 大 人 数 で の 宴 会 ・ パ ー テ ィ ー 」
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（ 80.4％）が多かった（図表 3-2）。  

また、コロナ前と収束後の消費行動の頻度 を比較すると、収束後に増える消費

行動として「友人・同僚との飲み会 」（ 53.0％）が最多で、次いで「外食」（ 51.4％）、

「国内旅行（県外）」（ 45.6％）となった（図表 4-1）。一方で減る 消費行動とし

て は 「 飲 食 店 の テ イ ク ア ウ ト 利 用 」（ 22.3％ ）、「 大 人 数 で の 宴 会 ・ パ ー テ ィ ー 」

（ 17.8％）、「カラオケ」（ 15.4％）が多かった（図表 4-2）。  

コロナ前に対し、現在のコロナ禍とコロナ収束後の消費行動の変化（ DI 注 ）を

みてみると、現在のコロナ禍で マイナスの消費行動はすべて、収束後にはプラス

となるのに対し、現在のコロナ禍でプラスの消費行動は、収束後については プラ

ス（キャッシュレス決済、ネットショッピング・通販など）とマイナス（飲食店

のテイクアウト利用、家事）に分かれた（図表 5）。  

以  上  

【本件に関するお問い合わせ】  ㈱九州経済研究所（℡  099-225-7491）

                                                   
注  項 目 ご と に 、 現 在 の コ ロ ナ 禍 と コ ロ ナ 収 束 後 の そ れ ぞ れ で 、 コ ロ ナ 前 と 比 較 し て 「 増 え る 」 と 回 答

し た 割 合 か ら 「 減 る 」 と 回 答 し た 割 合 の 差  



4 

 

図表 1 Ｇｏｔｏキャンペーンの利用状況  
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図表 2 プレミアム付き商品券の購入・利用状況について   

【購入・利用した
（したい）理由】

【購入・利用していない
（したくない）理由】

購入・利用し

た（したい）

54.8%

購入・利用してい

ない（したくな

い）

45.2%

購入・利用した（したい）

購入・利用していない（したくない）

90.9

45.9

19.3

7.9

3.6

1.5

0 20 40 60 80 100

お得感があるから

事業者への支援になるから

利用して買いたいものがあるから

購入・利用することを勧められた・誘われた

みんなが買っているから

その他

(%)

41.1

25.2

22.3

8.4

8.1

4.9

7.1

0 10 20 30 40 50

手続きや購入が面倒だから

利用して買いたいものがないから

欲しかったが、人気があり入手できなかったから

地元で発行されていない、知らない

金銭的余裕がないから

お得感を感じないから

その他

(%)

 

資料  
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図表 3-1 現在のコ ロナ禍で増えた消費 行動（コロナ前比）  

 

注 ）そ れ ぞ れ の 消 費 行 動 に つ て 、「増 え る 」「変 わ ら な い 」「減 る 」「元 々 実 施 し て い な い 」の ４ 択 で 質 問 。

以 下 同 じ 。  

 

図表 3-2 現在の コ ロナ禍で減った消費 行動（コロナ前比）  
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図表 4-1 コロナ収束後に増える消費行 動（コロナ前比 ）  

 

 

図表 4-2 コロナ収束後に減る消費行動 （コロナ前比）  
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図表 5 コロナ前に対し、現在のコロナ禍とコロナ収束後の消費行動の変化（ DI）  

 

注 ） 項 目 ご と に 、 現 在 の コ ロ ナ 禍 と コ ロ ナ 収 束 後 の そ れ ぞ れ で 、「 増 え る 」 と 回 答 し た 割 合 か

ら 「 減 る 」 と 回 答 し た 割 合 の 差 （ D I） を プ ロ ッ ト し た も の  

例 ）「 友 人 ・ 同 僚 と の 飲 み 会 」  

現 在 ：「 増 え た 」（ 0 . 3％ ） － 「 減 っ た 」（ 8 4 . 9％ ） ＝ ▲ 84.6（ 横 軸 ）  

収 束 後 ：「 増 え る 」（ 5 3 . 0％ ） － 「 減 る 」（ 1 4 . 5％ ） ＝ 3 8 . 5（ 縦 軸 ）  


